
3.11 以降、仮設住宅試行、先行高地移転試行等に取組みま
した。大地震で津波が来たら、重機すらなかなか来ないで
あろう県南の漁村集落では、道具箱さえあれば建てられ

る構法が必要になる。柱材だけでなんでも建つなら、「木
材備蓄」が可能に。「ローリングストック」や、木

材流通から考える中規模木造建築の話なども
します。

8/27 内野輝明（内野設計）
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喜多順三（空間計画研究所）

清水裕且（環境デザインワークス）

2027

会場：木材利用創造センター林業人材育成棟
（徳島市南庄町 5-1-9）

オンライン開催（ZOOM）：
　ミーティング ID：842 8960 4144   　Pass：249217

主催：とくしま木造建築学校運営協議会
（事務局 ：088-602-7730）

第３木曜日｜18:30-20:30

受講費｜無料

「あらわし木造共同住宅（もくよん）全国普及の
ための標準設計」

「徳島県型気候風土適応住宅について」

野々瀬徹（野々瀬建築都市設計事務所）

「阿波銀行蔵本支店について」

「オーソドックスな木造設計」

もっけんフォーラム
2026

「徳島大学イノベーションセンターについて」

「林業の使命感を感じた木材のローリングストック 」

これまでの講座もいくつかアーカイブされて
います。どんどん増えていきますよー！

（ＣＰＤ２単位／講座）

もっけんサポーター募集！

フォーラムの様子はそのまま e ラーニング講座に！

志方隆司
（京都府立林業大学校）

小椋昇明（徳島県森林組合連合会）

橋本健一・橋本沢子
（ARCHI-CONNGE 一級建築士事務所）

原則
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徳島大学イノベーションセンターにおける木材の発
注の仕方や木の使い方、空間構成の考え方等につい
てお話しさせて頂きます。
　　　※現場見学予定

発注と流通

「徳島県型気候風土適応住宅の基準」が本年 4 月１日から適
用されるようになりました。基準づくりに先立ち、徳島県
内の伝統的民家を調査し、気候風土に根差した「すまいづ

くりの作法」を学びました。そこで、徳島のすまいづく
りの作法から見た気候風土適応住宅の独自基準の必

要性や基準の内容について解説します。

私は京都府立林業大学校で、開校より１５年間学生の指導に当
たっています。樹幹解析などの実習を指導する中で、木の一生と
その先丸太から木材、木造建築まで横一線の流れを知ることで、

林業への使命感が育まれると感じるようになりました。「木材
のローリングストック」の取組みに触れ、その思いは強

くなりました。そう感じてからの、私の取り組み
状況をご報告します。 

さまざまな場面で画一化された現代社会では、大黒
柱や松丸太の梁組みをもつ民家はそれだけで十分魅
力的です。地元の木や土を使い伝統的な手法でつく

る建築は、本当の意味で持続可能性があります。
昔ながらのスタイルを踏襲しながら、現代の

ニーズに対応した住宅建築事例をいく
つか紹介します。

これまで、国土保全、水源涵養、地球温暖化防止
などの多面的機能を発揮させるため、間伐を中心に

森林整備を推進してきました。森林資源の充実期を
迎え、今後も森林を守っていくためには、「伐って、
使って、植えて、育てる」という循環利用サイク
ルの確立が不可欠です。その現状と課題につ

いて皆さんと考えます。

若手育成に一肌脱ごうという方、一口 5,000 円か
ら、どなたでもサポーターになれます！これまで払って

た受講料で、とりあえずほなサポーターになっとこかー！
まずは目標 3０口！

木を伐り、製材し、建築に使い、そして再び山を育てる。地
域の木を持続的に使っていくためには、山から建築までの流
れを知ることが欠かせません。これまで、林業、製材、設計、
施工など、その流れに関わるさまざまな立場の人たちから話

を聞いてきました。

今年度は、その間をつなぐ「発注と流通」について考え
ます。木材のローリングストックや主伐・再造林、地域

材を生かす設計や発注など、それぞれの実践を通して、
地域の木を地域で使い続けるための仕組みと、こ

れからの木造建築のあり方を考えます。
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